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に
も
強
い
影
響
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
書
に

「
遠
賀
川
を
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
な

ん
と
か
し
た
い
」
と
書
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、〈
直
方
川
づ
く
り
交
流
会
〉

が
発
足
し
夢
プ
ラ
ン
（
遠
賀
川
の
将
来
像
）

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
野
見
山
さ
ん
が
声
を
か

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
男
女
22
人
の

市
民
。
こ
れ
に
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
遠
賀
川
河
川
事
務
所
や
福
岡
県

直
方
県
土
整
備
事
務
所
、
直
方
市
職
員

も
参
加
し
、
市
民
と
一
緒
に
話
し
合
っ

た
と
こ
ろ
が
、
普
通
の
市
民
活
動
と
ひ

と
味
違
っ
て
い
ま
し
た
。

野
見
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
50
年
後
の

姿
だ
っ
た
か
ら
、
目
先
の
こ
と
や
エ
ゴ

に
と
ら
わ
れ
な
い
で
夢
が
描
け
た
と
の

こ
と
。
川
を
通
じ
て
仲
間
に
も
出
会
え

た
し
、
本
当
に
川
に
助
け
ら
れ
た
、
と

い
つ
も
話
し
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
は
〈
遠
賀
川
水
辺
館
〉
が
オ
ー

プ
ン
す
る
の
と
同
時
期
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
野
見
山
さ
ん
を
川
の
お

母
さ
ん
と
慕
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

筑
波
大
学
大
学
院
で
川
の
市
民
活
動
の

潜
在
力
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
も
、

野
見
山
さ
ん
が
「
世
界
中
の
海
を
泳
ぎ
、

ま
た
遠
賀
川
に
帰
っ
て
お
い
で
」
と
暖

か
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
す
。

遠
賀
堀
川
の
再
生
計
画

遠
賀
川
は
筑
豊
地
帯
を
流
れ
て
響
灘

源流は馬見山
うまみやま

遠賀川の源流は、福岡県のほぼ中央に位置し、嘉麻
市（かまし）と朝倉市の境にある馬見山です。一番大
きな支流の彦山（ひこさん）川は、大分県との境にそ
びえる霊峰 英彦山（ひこさん）を源流とする全長
36kmの川で、直方市で遠賀川とＹ字形に合流します。

これら源流部の山には、日本海を越えてきた湿った
風が吹きつけるため、年間降水量は2500〜2700mmと
多めになります。降雨の傾向は、6〜7月の梅雨期と北
西季節風の影響で冬季に多くなるのが特徴。しかし、
遠賀川の水害はほとんど梅雨期に起こっていて、台風
シーズンの水害は滅多にないそうです。

遠賀の由来
古い記録には遠賀川ではなく直方（のおがた）川と

あり、明治初年に編纂された『福岡県地理全誌』にも
遠賀川の名前は見られず、1887年（明治20）の地図
には嘉麻川と表示されています（国土交通省九州地方
整備局遠賀川河川事務所ＨＰより）。遠賀川と呼ばれ
るようになったのは石炭の輸送が盛んになった明治20
年代後半以降で、意外と最近のこと。下流にある遠賀
郡に因んでのことではないかと考えられています。

遠賀という地名の由来は、奈良時代以降、岡を「乎
加」「塢餉」「遠賀」などと表記するようになり、次第
に「おか」（「延喜式」では「をか」）と読むようにな
ったからとか、「御潟」「御恩」からなど、諸説ありま
す。

古代より人が住む川
遠賀川流域は、日本に稲作が普及した最初期の場所。

早くから水田地帯として栄えてきました。歴史的に重
要な文化財、史跡が多く、弥生時代（紀元前３世紀ご
ろ〜３世紀ごろ）初期につくられた遠賀式土器が発見
されています。また、全域には枚挙にいとまがないほ
どの遺跡が確認されていて、古来から人が住むのに適
した地であったことがうかがえます。河童伝説が多い
のも、川と人が身近な間柄だったからかもしれません。

筑豊三都
石炭の歴史は意外と古く、1469年（文明元）三池

郡の稲荷（とうか）村（現・大牟田市）の稲荷山で農
民が燃える石を発見したと記録に残っています。江戸
時代半ばからは、採掘から輸送、販売まで、小倉藩と
福岡藩の管理下に置かれました。

筑豊という地名は、炭鉱開発が盛んになった明治時
代以降についた呼び名。筑前国と豊前国から取られ、
中核都市となった田川、直方、飯塚は筑豊三都と呼ば
れました。

それぞれに性格があって、田川は気性は荒いけれど
ハートが温かい炭鉱の町。直方はもと城下町で、炭鉱
時代は問屋街として発展。飯塚は小売業が発達し商人
気質の土地柄だそうです。

明治維新後は、殖産興業の観点から〈鉱山解放令〉
が出されましたが、民間の新規参入が相次いで乱掘が
進み、事故や環境汚染が頻発。そこで明治政府は〈鉱
山心得書〉（1872年〈明治5〉）〈日本坑法〉（1873年

〈明治6〉）を出し、鉱物の国有化と大資本による開発
に方向転換が図られました。

ボタ山
石炭採掘時に出るボタ（捨石）を積み上げて山になった
所をボタ山と呼びます。現在でも飯塚市の住友忠隈炭鉱
の高くそびえるボタ山を見ることができますが、長い時
間が経過して草木が繁茂し、自然の山と見分けがつかな
くなっています。最盛期にはこのようなボタ山がいくつ
もできて、中には発火して燃えるものもあったそうです。

田川市石炭・歴史博物館
官営八幡製鐵所

〈遠賀川水源地ポンプ室〉
1901年（明治34）八幡製鐵所

（現・新日本製鐵八幡製鐵所）
の操業開始は、炭鉱開発を加
速する一大要因となりました。
鉄鋼業は水を大量に使うため、
官営八幡製鐵所は遠賀川を水
源として確保していました。
当初、ポンプの動力は石炭だ
ったそうです。1910年（明治43）
に建設された〈遠賀川水源地
ポンプ室〉は、当時の状態を
保っている建屋として「九
州・山口の近代化産業遺産群」
の一つとなっています。

犬鳴川
いぬなきがわ

〈しんNewゆめ広場〉
新入（しんにゅう）小学校６年生が総合学習の時
間にみんなで描いた夢の公園が、地域の人たちの
熱意で、本当の公園として犬鳴川の河川敷に誕生
しました。しんにゅう村塾の活動や、大人たちの

〈遊び場〉の拠点にもなっています。新入里づくり
協議会〈しんにゅう村塾〉会長の高橋幸子さんに、
ご案内いただきました。

遠賀川水辺館
遠賀川と彦山川が、直方市で合流す
る地点に位置する遠賀川水辺館の野
見山ミチ子さんたちと。



に
注
い
で
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
下
流

沖
積
平
野
の
西
側
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
は
低
湿
地
で
毎
年
の
よ
う
に

氾
濫
が
繰
り
返
さ
れ
、
１
６
１
７
年

（
元
和
３
）
に
起
こ
っ
た
大
洪
水
を
機
に

改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
完

全
に
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
こ
で
遠
賀
川
に
人
工
水
路
を
掘
っ

て
、
洞
海

ど
う
か
い

湾
に
水
を
流
そ
う
と
い
う
壮

大
な
計
画
を
立
て
た
の
が
、
福
岡
藩
主

だ
っ
た
黒
田
長
政
で
す
。

大
変
な
時
間
と
労
力
を
か
け
て
開
削

さ
れ
、
か
つ
て
は
宝
川
と
呼
ば
れ
て
大

切
に
さ
れ
た
遠
賀
堀
川
で
す
が
、
現
在

は
水
深
の
浅
い
ド
ブ
川
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
賀
堀
川
が
〈
近

代
化
産
業
遺
産
〉
と
し
て
経
済
産
業
省

か
ら
指
定
を
受
け
た
の
を
機
に
、
再
生

を
願
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

古
賀
河
川
図
書
館
の
古
賀
邦
雄
さ
ん

か
ら
も
、「
遠
賀
川
流
域
は
住
民
活
動

も
非
常
に
盛
ん
で
、
川
の
自
然
再
生
事

業
、
河
川
景
観
の
復
元
な
ど
が
流
域
の

あ
ら
ゆ
る
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
遠

賀
堀
川
さ
え
ど
う
に
か
で
き
れ
ば
遠
賀

川
は
間
違
い
な
く
日
本
一
の
川
に
な

る
」
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
２
０
１

２
年
（
平
成
24
）
10
月
、
筑
波
大
学
白
川

研
究
室
内
に
〈
遠
賀
堀
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
〉
を
設
置
。
週
２
回
の
勉
強

会
で
、
全
国
の
類
似
事
例
の
整
理
と
課

題
点
の
検
討
を
行
な
っ
た
り
、
定
期
的
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遠賀堀川
降れば水害、照れば日照りという厳しい水環境を克服し新

田開発を行なうためには、沿川の灌漑用水確保は必須。また
河口に近い若松に至る舟運路の開発も含め、下流域の洪水対
策以外にも複合的な目的を持って、1621年（元和7）遠賀川
筋の中間（なかま）から洞海湾に至る開削が始められました。
家老の栗山大膳が指揮を執りましたが、水巻・吉田村にある
貴船神社の宮の尾辺りで工事がうまく進まなくなり、神様の
祟りという噂と黒田長政が亡くなったことが重なって工事は
中断してしまいました。

それから100年以上経過した1731年（享保16）。天候不順に
よって引き起こされた享保の大飢饉は、福岡藩にも甚大な被
害を及ぼしました。これがきっかけになって、再び堀川の必
要性が認識され、1751年（宝暦元）工事が再開。吉田村の宮
の尾ルートは諦めて、大変な難所でしたが同じ吉田村の車返
の岩山を切り抜くことに成功しました。ここには今も河守

（かわもり）神社が祀られています。
1762年（宝暦12）〈中間唐戸〉の水門が築かれ、（写真左上）

遠賀堀川はとうとう開通しました。唐戸とは本流から取水す
るための水門のこと。〈中間唐戸〉は川の両岸に石の樋をたて、
天井石と呼ばれる石を渡し、その上に上屋を設ける頑丈な造
りで、今も現存しています。

しかしここからの取水がうまくいかず上流部に支障が生じ
たために、堀川を上流方向に延長し、楠橋に新たに〈寿命唐
戸〉が築かれました。

約12kmの堀川の工事は、開始から184年経過した1804年
（文化元）ようやく完了しました。

舟運路としても
遠賀堀川は、周辺の特産物や石炭を運ぶ水路としても利用

され、最盛期には13万艘の川ひらた（五平太船）が行き交っ
ていたそうです。川筋者（かわすじもん）という言い方は、
遠賀川を船で行き交った気っ風（きっぷ）のいい船頭を指し
ていたらしいです。

しかし、1891年（明治24）筑豊線が若松〜直方に開通し、
1908年（明治41）香月（かつき）線（石炭輸送のための貨物
線として開業。1985年〈昭和60〉に全線が廃止された）が中
間〜香月に開通すると、石炭輸送は徐々に舟運から鉄道に切
り替わっていき、1938年（昭和13）川ひらたはとうとう姿を
消しました。

宝川からドブ川に
遠賀堀川は舟運路としての役目を終えたあとも、1970年ご

ろまでは用水路として使われていました。しかし、石炭を洗
ったときに出る微粉炭（びふんたん）を田んぼに入れないよ
うにパイプ送水に切り替わったことで、遠賀堀川の水量は激
減してしまいます。

もう一つ、遠賀堀川に決定的な打撃を与えたのは、伏越
（ふせこし）の撤去でした。〈中間唐戸〉から少し下流に下っ
た地点では、遠賀堀川の下に石のトンネルをつくって支流の
曲川を立体交差させていました。こうした方法を伏越といい
ます。しかしここがボトルネックになって上流部で水害が起
こるようになったために、1986年（昭和61）水の流下にとっ
て障害となる伏越が撤去され、同一水面で交差するようにな
りました。もともと遠賀堀川のほうが高い位置にありますか
ら、水はすべて曲川のほうへ流れていきます。結果として遠
賀堀川へ通じる水路の手前にはヘドロが溜まるようになって、
とうとう鉄の矢板（やいた）で塞がれてしまいました。（写真
左列上から２つ目）

鮭神社 右下：大里叶さん（49pで紹介）在りし日の姿。　右上：お話をうかがった奥様の大里
玲子さん。大里叶さんが始めた鮭の稚魚の放流は、今も受け継がれています。



個
性
あ
る
味
が
花
開
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

長
崎
街
道
は
、
直
方
で
市
中
心
部
を

通
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
、
直
方

商
人
が
ル
ー
ト
変
更
さ
せ
た
も
の
だ
と

か
。
直
方
は
福
岡
藩
の
支
藩
で
あ
る
東

蓮
寺
藩
（
の
ち
に
直
方
藩
）
の
城
下
町
で
し

た
が
、
本
家
に
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た

た
め
い
っ
た
ん
は
廃
藩
に
。
分
封
さ
れ

て
再
び
直
方
藩
が
興
り
ま
し
た
が
、
再

度
、
廃
藩
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
に
長
崎
街
道
を
現
在
の
ル
ー

ト
へ
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
、

廃
藩
後
の
窮
地
を
脱
し
た
そ
う
で
す
。

鮭
神
社

上
流
の
嘉
麻
市
大
隈
（
旧
・
嘉
穂
町
）

に
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
鮭
神
社
（
写

真
47
ペ
ー
ジ
）
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
、

全
国
で
こ
こ
だ
け
、
と
思
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
島
根
県
雲
南
市
大
東
町
川
井

に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ど

ち
ら
の
地
区
も
、
神
様
の
お
使
い
で
あ

る
鮭
を
食
べ
ま
せ
ん
。

鮭
神
社
の
謂
わ
れ

兄
の
海
幸
彦
か
ら
漁
具
を
借
り
て
漁
に
出
た
山
幸

彦
が
釣
針
を
失
い
、
探
し
求
め
る
た
め
に
龍
宮
に

赴
い
て
海
神
の
娘
で
あ
る
豊
玉
姫
と
結
婚
す
る
。

潮
盈
珠
（
し
お
み
ち
た
ま
）
と
潮
乾
珠
（
し
お
ふ

る
た
ま
）
を
得
て
兄
を
降
伏
さ
せ
た
と
い
う
説
話

に
加
え
、
出
産
す
る
場
面
で
龍
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
れ
た
豊
玉
姫
が
龍
宮
に
戻
っ
て
か
ら
、
夫
と
子

の
無
事
を
確
認
す
る
た
め
、
年
に
１
回
使
い
に
出

す
の
が
鮭
で
あ
る
、
と
い
う
後
日
談
が
加
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
祭
神
は
、
彦
火
火
出
見
尊
（
ひ
こ

ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と
　
山
幸
彦
）、
豊
玉
姫
命
（
と

よ
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と
　
海
神
の
娘
）、
ウ
ガ
ヤ
葺
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に
現
地
を
訪
問
し
て
〈
堀
川
再
生
の

会
・
五
平
太
〉
会
長
の
中
村
恭
子
さ
ん

か
ら
遠
賀
堀
川
再
生
の
想
い
を
聞
い
た

り
し
な
が
ら
、
研
究
室
と
し
て
ど
ん
な

提
案
が
で
き
る
か
検
討
中
で
す
。
２
０

１
３
年
７
月
27
日
（
土
）
に
、〈
遠
賀

堀
川
の
未
来
を
拓
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

長
崎
街
道
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

筑
豊
に
は
、
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
〈
成

金
饅
頭
〉（
直
方
）
、〈
黒
ダ
イ
ヤ
〉（
田
川
）

と
い
う
お
菓
子
が
あ
っ
て
、
今
で
も
大

人
気
で
す
。
炭
坑
夫
の
過
酷
な
労
働
の

疲
れ
を
甘
い
菓
子
が
癒
し
た
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
ヤ
マ
（
炭
鉱
）
で

当
て
た
人
が
贈
答
用
に
菓
子
を
買
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
菓
子
の
老

舗
が
多
い
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
菓
子

が
川
と
関
係
あ
る
と
い
う
の
は
、
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
て
い
て
面
白
い
な
、
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
株
式
会
社
千
鳥
屋

本
家
代
表
取
締
役
会
長
原
田
利
一
郎

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

鎖
国
政
策
を
取
っ
た
江
戸
時
代
、
長

崎
・
出
島
は
、
文
化
や
物
品
が
入
っ
て

く
る
海
外
に
開
い
た
窓
。
南
蛮
菓
子
に

使
わ
れ
る
砂
糖
も
、
菓
子
づ
く
り
の
レ

シ
ピ
や
技
法
も
、
長
崎
か
ら
佐
賀
を
通

っ
て
小
倉
へ
と
続
く
長
崎
街
道
を
通
っ

て
や
っ
て
き
た
た
め
に
、
街
道
沿
い
に

株式会社千鳥屋本家
〈千鳥饅頭・丸ボーロなど〉
株式会社千鳥屋本家代表取締役会長 原田利一郎さん

1630年（寛永7）、現・佐賀市久保田町で松月堂と
して創業し、長崎に伝わった南蛮菓子 スペインのカ
ステラ、ポルトガルの丸ボーロを専門につくってきま
した。筑豊炭田で賑わうようになると、飯塚に支店と
して千鳥屋を開きます。1939年（昭和14）には松月
堂を閉めて、こちらを本店としました。饅頭は蒸して
つくりますが、父が福岡初の電熱釜を導入したことか
ら、饅頭の皮に丸ボーロの生地を使ってつくったのが
千鳥饅頭です。おいしい餡は、おいしい水がないとで
きません。うちが菓子をつくれるのも、良い水に恵ま
れたお蔭です。

もち吉
〈各種せんべい〉
動力・電気・環境課顧問　今田栄一さん

1929年（昭和4）に川西町で創業し、行商先の
おばさんのアドバイスで餅米であられをつくるよ
うになりました。ある年、餅米が不作だったこと
からうるち米でせんべいをつくったところ、大ヒ
ット商品に。米が原料なので、洗米のときの水の
善し悪しが味を決めるんですよ。直方は良い水が
出るので、引っ越してきました。1942年（昭和17）
三井鉱山が石炭試掘をしたところ、石炭でなく水
脈を掘り当てました。蒸気機関車のボイラーを傷
めない良い水だったため、国鉄が使っていました
が、のちに当社が譲り受けています。

博多屋菓子舗
〈成金饅頭〉

濱司純一さん、厚子さん
1904年（明治37）に日露戦争が始まったとき、物価高

騰を当て込んで大量のうずら豆を買い込んだ人がいました
が、すぐに戦争が終わり相場も大暴落。豆の処分に困って、
採算度外視で大きな饅頭をつくったところ、大評判になり
ました。炭鉱景気で財を成した〈成金さん〉にあやかって
成金饅頭と命名されましたが、面白いのは登録商標ではな
いところ。今は四つの店でつくっていますが、二つは同じ
ねじり梅のマーク、一つは中央に屋号が、残る一つはねじ
りが逆向きの梅になっているのだそう。漉し餡と粒餡の配
合を変えるなど、店によって個性を出しています。特注の
サイズや焼き印のご要望も承っています。



不
合
尊
（
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と
　
彦
火

火
出
見
尊
と
豊
玉
姫
命
の
子
）
の
三
柱
。

遠
賀
川
は
鮭
が
遡
上
す
る
南
限
の
川

で
も
あ
る
の
で
す
が
、
ぜ
ん
ざ
い
川
に

な
っ
て
か
ら
は
鮭
が
上
ら
ず
、
奈
良
時

代
（
約
１
２
０
０
年
前
）
か
ら
続
く
12
月
13

日
の
献
鮭
祭
に
は
、
鮭
の
代
わ
り
に
大

根
を
献
上
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

１
９
７
８
年
（
昭
和
53
）
の
祭
り
当
日
に

下
流
の
遠
賀
郡
水
巻
町
伊
佐
座
で
大
き

な
鮭
が
見
つ
か
っ
て
、
約
50
年
ぶ
り
に

鮭
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
で
酒
造
会
社
を
営
ん
で
い
た
大

里
叶
さ
ん
は
、
そ
の
年
の
氏
子
代
表
で

し
た
。
奥
様
の
玲
子
さ
ん
に
お
話
を
う

か
が
う
と
、
大
里
さ
ん
は
と
て
も
感
激

さ
れ
て
、
鮭
が
帰
っ
て
き
た
翌
年
に

〈
遠
賀
川
に
鮭
を
呼
び
戻
す
会
〉
を
発

足
し
た
そ
う
で
す
。
新
潟
県
村
上
市
三

面
川
鮭
産
漁
業
協
同
組
合
か
ら
分
け
て

い
た
だ
い
た
受
精
卵
を
、
馬
見
山
山
中

で
孵
化
・
飼
育
し
て
、
毎
年
、
放
流
を

続
け
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
流

域
で
は
ほ
ぼ
毎
年
、
鮭
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
里
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
病

気
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
活
動
は

今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
初
の

河
口
堰
多
自
然
魚
道

ぼ
く
は
、〈
１
０
９
水
系
川
め
ぐ
り

確
認
表
〉
と
い
う
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て

「
源
流
か
ら
河
口
ま
で
を
ほ
と
ん
ど
回
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
度
も
重
ね
、
地

域
住
民
と
学
識
経
験
者
の
意
見
を
き
ち

ん
と
反
映
さ
せ
た
、
大
変
珍
し
い
多
自

然
魚
道
と
の
こ
と
で
、
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

親
水
空
間
と
し
て
も
大
い
に
期
待
が
持

て
ま
し
た
。

緩
や
か
な
河
床
勾
配
を
有
す
る
遠
賀

川
は
、
流
域
に
広
大
な
平
野
が
あ
る
こ

と
で
文
化
を
育
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
陸
か

ら
の
稲
作
、
土
器
の
文
化
が
い
ち
早
く

伝
わ
り
、
独
自
に
豊
か
な
社
会
を
築
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
今
に
伝
え
る
の
が

数
々
の
古
墳
や
１
２
０
０
年
の
歴
史
の

あ
る
鮭
神
社
な
ど
で
す
。
農
耕
文
化
の

発
展
だ
け
で
な
く
、
地
下
空
間
に
は
鉱

物
資
源
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
初

期
か
ら
は
石
炭
産
業
に
よ
っ
て
、
燃
え

る
石
に
一
大
ド
リ
ー
ム
を
夢
み
た
人
も

多
く
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
在
の
遠
賀
川
流
域
は
、
他
と
比
較

し
て
も
非
常
に
市
民
活
動
が
盛
ん
で
す
。

そ
れ
も
野
見
山
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
く
れ
た
第
一
世
代
が
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
遠
賀
川
は
滔
々

と
流
れ
続
け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

「
恩
が
あ
る
川
」
で
あ
り
続
け
る
と
思

い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
４
月
１
日

っ
た
上
、
流
域
の
人
と
川
に
関
す
る
交

流
が
あ
っ
た
」
場
合
を
５
点
と
し
て
ス

コ
ア
を
つ
け
て
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
２

０
０
ち
ょ
っ
と
。
マ
ッ
ク
ス
で
５
４
５

点
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
川
巡
り
で
も
、
馬
見
山
の
源

流
と
分
水
界
を
見
て
、
遠
賀
川
の
河
口

（
響
灘
）
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

遠
賀
川
河
口
か
ら
２
d
の
地
点
に
は
、

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）
に
つ
く
ら
れ
た

遠
賀
川
河
口
堰
（
目
的
は
洪
水
調
節
、
水
道
・

工
業
用
水
、
塩
害
防
止
）
が
あ
り
ま
す
。
河

口
堰
で
取
水
し
た
水
は
、
北
九
州
市
な

ど
の
住
民
の
水
道
水
や
、
農
業
用
水
、

工
業
用
水
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
口
は
海
と
川
の
接
点
。
そ
れ
で
魚

道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ア

ユ
と
ウ
ナ
ギ
を
対
象
に
設
計
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
サ
ケ
な
ど
の
大
型
魚
、
ヨ

シ
ノ
ボ
リ
な
ど
の
底
生
魚
な
ど
に
と
っ

て
は
、
遡
上
し
づ
ら
い
構
造
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
遠
賀
川
河
川
事
務
所

の
深
浦
貴
之
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
う

と
、
遠
賀
川
河
口
堰
が
あ
る
地
点
は
、

堰
が
つ
く
ら
れ
る
以
前
は
干
潟
で
、
７

d
上
流
ま
で
潮
が
上
が
る
環
境
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
汽
水
域
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
、
親
水
性
を
高
め
る
こ
と
、

多
様
な
生
き
も
の
が
遡
上
し
や
す
い
魚

道
を
再
建
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
、

多
自
然
魚
道
に
つ
く
り
替
え
る
工
事
が

２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
の
完
成
を
目
指

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
懇
談
会
や

河口堰多自然魚道
上：自然魚道の最上流部。堰に
よってできた落差を250mかけて
ゆっくり上ることができる。
左：魚道には昔ながらの石積み
が施されており、親水空間とし
てクオリティを上げている。／
最下流部には、段差がきつい既
存の魚道がある。
右：雨の中、資料を用意して説
明してくださった国土交通省九
州地方整備局 遠賀川河川事務所
河口堰管理支所 管理係長の深浦
貴之さん




